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【 要 旨 】  

（ 目 的 ） 近 年 、 急 性 期 脳 主 幹 動 脈 閉 塞 に 対 す る 発 症 か ら 再 開 通 ま で

の 時 間 短 縮 が 予 後 に 大 き く 影 響 す る こ と が 示 さ れ て い る 。 当 院 で は

人 手 不 足 の 夜 間 で も 再 開 通 時 間 を 短 縮 す る た め 、 血 管 内 治 療 の 準 備

か ら 導 入 ま で 、S C U 看 護 師 が 外 来 看 護 師 を サ ポ ー ト す る こ と に な っ

た 。 今 回 そ の た め の 病 棟 ス タ ッ フ 研 修 に 取 り 組 ん だ た め 、 内 容 と 成

果 に つ い て 報 告 す る 。  

（ 方 法 ） S C U 病 棟 看 護 師 1 2 名 に 対 し 、 急 性 期 脳 血 管 内 治 療 の サ ポ

ー ト を し て い く う え で 必 要 な 知 識 ・ 手 技 の 獲 得 を 目 指 す た め に 、 以

下 の こ と を 行 っ た 。 ① カ テ ー テ ル 室 研 修 ② 急 性 期 再 開 通 療 法 マ ニ ュ

ア ル の 作 成 ③ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 研 修 ④ 視 聴 覚 用 D V D 作 成 。 そ の 効

果 に つ い て は ア ン ケ ー ト で 検 証 し た 。  

（ 結 果 ） 1 2 名 中  1 1 名が脳血管内手術の準備から導入までの実 施 を  施行

できるようになった。アンケート結果よりこれらの研修が  S C U  病棟看護師

の不安を軽減させ、現場で活用することができたという  回 答 を 得 た 。ま た

以 上 の 取 り 組 み に よ り 、 病 院 到 着 か ら 穿 刺 ま で の 時 間 が 2 2 分 短 縮

で き た 。  

（ 結 論 ） カ テ ー テ ル 室 と シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 研 修 に よ り 実 践 プ ロ セ

ス を 実 体 験 し 、 マ ニ ュ ア ル と D V D に よ り イ メ ー ジ ト レ ー ニ ン グ を

反 復 し た こ と で 、 急 性 期 脳 血 管 内 治 療 に 参 画 す る た め の 知 識 ・ 技 術

が 習 得 で き 、 ス タ ッ フ の 精 神 的 不 安 軽 減 、 実 施 可 能 へ と つ な が り 、

こ れ ら の 研 修 の 有 効 性 が 示 唆 さ れ た 。  
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【 諸 言 】  

急 性 期 再 開 通 療 法 に お い て 、 近 年 ア ル テ プ ラ ー ゼ 静 注 療 法 の み の

場 合 と 比 較 し て 、 血 管 内 治 療 に よ る 血 栓 回 収 療 法 の 有 効 性 が 高 い こ

と が 報 告 さ れ て い る 1 )。 血 流 再 開 通 時 間 の 短 縮 は 予 後 を 決 め る 最 重

要 因 子 と 言 わ れ て お り 2 )、特 に 病 院 到 着 か ら 穿 刺（ D o o r  t o  P u n c t u r e :  

以 下 D  t o  P）ま で の 時 間 短 縮 は 、チ ー ム 全 体 で 取 り 組 む 必 要 が あ る 。

当 院 で は D  t o  P ま で に 時 間 を 要 す る 、人 手 が 少 な い 夜 間 の 急 性 期 再

開 通 療 法 に 際 し て の 時 間 短 縮 の 取 り 組 み と し て 、2 0 1 5 年 か ら 救 急 担

当 看 護 師 と 共 に S C U 病 棟 看 護 師 も 脳 血 管 内 手 術 の 介 助 に 携 わ る こ

と と な っ た 。 病 棟 看 護 師 が 、 不 安 な く 脳 血 管 内 手 術 の 介 助 が 実 施 で

き る よ う に 研 修 シ ス テ ム を 構 築 し た の で 、 今 回 そ の 内 容 と 効 果 に つ

い て 報 告 す る 。  

【 対 象 と 方 法 】  

 S C U 病 棟 看 護 師 1 2 名 を 対 象 に 、 初 め て 行 う 血 管 内 手 術 の 介 助 が 、

不 安 な く 確 実 に 遂 行 で き る こ と を 目 標 と し 、以 下 の こ と を 実 施 し た 。 

1 )日 中 カ テ ー テ ル 室 研 修 、 2 )急 性 期 再 開 通 療 法 マ ニ ュ ア ル の 作 成 、  

3 )シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 研 修 、 ４ )急 性 期 再 開 通 療 法 の 手 術 準 備 か ら 導  

入 ま で の D V D 教 材 の 作 成 、 ５ )研 修 後 の ア ン ケ ー ト 調 査 実 施  

1 )日 中 カ テ ー テ ル 研 修  

カ テ ー テ ル 室 担 当 看 護 師 （ 外 来 、 手 術 室 ） の 指 導 の も と 、 2 0 1 5

年 6 月 よ り 3 ヶ 月 間 に わ た り 日 中 実 施 さ れ て い る 脳 血 管 撮 影 、脳 血

管 内 治 療 の 準 備 か ら 介 助 を 実 施 し た 。 研 修 で は 、 使 用 物 品 の 展 開 方

法 、 物 品 の 名 称 や 配 置 場 所 、 手 術 台 の 保 温 な ど の 術 前 準 備 や 患 者 へ
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の 声 掛 け の タ イ ミ ン グ 、 医 師 や 放 射 線 科 と の 連 携 方 法 、 記 録 の 方 法

な ど の 指 導 を 実 際 に 受 け な が ら 1 回 目 は 見 学 、 2 回 目 は 指 導 の も と

実 施 、 3 回 目 は 自 立 の 3 段 階 と し 、 １ 人 の ス タ ッ フ に 対 し 3 回 実 施

し た 。  

2 )急 性 期 再 開 通 療 法 マ ニ ュ ア ル の 作 成 （ F i g u r e  1）  

以 下 の 点 を 注 意 し て カ テ ー テ ル 室 担 当 看 護 師 の 指 導 の も と 、 マ ニ

ュ ア ル を 作 成 し た 。  

① 写 真 を 使 用 し 一 目 で 物 品 の 名 称 ・ 設 置 場 所 が 分 か る よ う に し た 。  

② 経 時 的 な 流 れ で 記 載 し 、 マ ニ ュ ア ル を 見 な が ら 準 備 が で き る よ う

に し た 。 マ ニ ュ ア ル は ス タ ッ フ が い つ で も 見 る こ と が で き 、 ま た 緊

急 手 術 の 際 カ テ ー テ ル 室 へ す ぐ に 持 っ て い く こ と が で き る よ う

S C U の ナ ー ス ス テ ー シ ョ ン を 設 置 場 所 と し た 。  

3 )シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 研 修  

日 中 カ テ ー テ ル 研 修 を 終 了 し た S C U 病 棟 看 護 師 を 対 象 に 、カ テ ー

テ ル 室 担 当 看 護 師 の 指 導 の も と 勤 務 終 了 後 に シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 研 修

を ２ つ の グ ル ー プ に 分 け 、 そ れ ぞ れ 1 回 9 0 分 で 実 施 し た 。 カ テ ー

テ ル 室 に て 夜 間 の 急 性 期 再 開 通 療 法 対 象 患 者 を 事 例 と し 、 研 修 担 当

者 が あ ら か じ め 立 て て き た シ ナ リ オ に 沿 っ て 脳 血 管 内 手 術 の 準 備 か

ら 介 助 を 実 際 の 物 品 を 用 い て 実 施 し た 。 研 修 担 当 者 が 模 擬 患 者 、 医

師 役 と な り 、受 講 す る S C U ス タ ッ フ は 直 接・間 接 介 助 看 護 師 を 実 施

し た 。 研 修 で は 、 医 師 へ の 滅 菌 ガ ウ ン の 着 せ 方 、 医 師 か ら 依 頼 さ れ

た 手 術 物 品 を ス ム ー ズ に 出 す た め の 設 置 場 所 の 確 認 、 滅 菌 物 を 清 潔

操 作 で 医 師 へ 渡 す 方 法 な ど を 実 施 し た 。 ま た 手 術 の 流 れ を 見 な が ら

の 記 録 の 書 き 方 や 患 者 へ の 声 掛 け の タ イ ミ ン グ 等 も 指 導 を 交 え て 実
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施 し た 。 実 施 後 は 指 導 者 か ら の フ ィ ー ド バ ッ ク を 行 い 、 個 人 個 人 の

課 題 や 問 題 点 を 指 導 し た 。  

4 )視 聴 覚 教 材 D V D の 作 成  

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 研 修 後 に 異 動 し て き た た め 研 修 を 受 け る こ と が

で き な か っ た 異 動 者 や 脳 血 管 内 手 術 に あ た る 機 会 の 少 な い S C U 病

棟 看 護 師 に 対 し 、 手 技 や 技 術 を 忘 れ な い よ う 繰 り 返 し 復 習 で き る 約

1 5 分 間 の D V D を 作 成 し た 。  

D V D は 以 下 の 内 容 に つ い て 指 導 者 の 説 明 と 共 に 実 際 に モ デ ル が

実 施 す る 場 面 を 収 録 し た 。  

① 夜 間 の 緊 急 急 性 期 再 開 通 療 法 対 象 患 者 の 連 絡 が 入 り 、S C U 病 棟 へ

緊 急 脳 血 管 内 手 術 の 要 請 が あ っ た 場 面 か ら 開 始  

② カ テ ー テ ル 室 で の 手 術 物 品 の 準 備 方 法 （ ア ン ギ オ セ ッ ト の 展 開 方

法 、 A ラ イ ン の 作 成 ・ 介 助 方 法 、 ア ン ギ オ 台 の 準 備 等 ）  

③ 脳 血 管 手 術 の 際 に 使 用 す る カ テ ー テ ル の 種 類 や 手 術 物 品 の 名 称 と

設 置 場 所  

5 )ア ン ケ ー ト 実 施  

研 修 の 効 果 を 評 価 す る た め 1 )日 中 カ テ ー テ ル 研 修 、 2 )急 性 期 再 開

通 療 法 マ ニ ュ ア ル 作 成 、 3 )シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 研 修 、 4 ) D V D 教 材 の 作

成 、全 て 実 施 後 1 )～ 4 )そ れ ぞ れ に つ い て 脳 血 管 内 手 術 に 対 し 不 安 軽

減 へ と つ な が っ た か 、 現 場 で 活 用 で き て い る か に つ い て ア ン ケ ー ト

を 実 施 し た 。質 問 内 容 は 1 )～ 4 )そ れ ぞ れ に つ い て ① 不 安 軽 減 へ と つ

な が り ま し た か ？ ② 現 場 で 活 用 で き ま し た か ？ の 2 点 と し た 。 選 択

項 目 は 3 段 階 と し ① に 対 し て は「 不 安 が 軽 減 し た 」「変 わ ら な い 」「不

安 が 増 強 し た 」と し 、② に 対 し て は「 活 用 で き る 」「変 わ ら な い 」「活
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用 で き て い な い 」 と し た 。 分 析 方 法 は 、 得 ら れ た 回 答 を 単 純 集 計 し

分 析 を 行 っ た 。 な お 、 分 析 に お い て は 小 数 点 第 1 位 を 四 捨 五 入 と し

た 。  

ま た 1 )～ 4 )を 進 め る と 同 時 に 、急 性 期 再 開 通 療 法 の 時 間 短 縮 に お

け る 救 急 外 来 の シ ス テ ム の 中 に 、S C U 病 棟 看 護 師 を 組 み 込 む た め の

シ ス テ ム 構 築 を 救 急 外 来 と 連 携 し て 行 い 、 1 )～ 4 )の 取 り 組 み の 中 に

組 み 込 ん で い っ た 。「 日 中 カ テ ー テ ル 研 修 」に お い て は 、記 録 に 残 す

項 目 で あ る オ ン ク ロ ッ ト タ イ ム（ 目 的 の 病 変 に カ テ が 到 達 し た 時 間 ）

や 再 開 通 時 間 を 医 師 へ 声 に 出 し て も ら う よ う 依 頼 し 、 ス タ ッ フ が 把

握 し て 記 録 が ス ム ー ズ に で き る よ う に し た 。  

ま た 、S C U 看 護 師 が カ テ ー テ ル 室 に 移 動 し て い る 間 は 、同 じ 病 棟

内 に 併 設 す る 急 性 期 病 棟 看 護 師 が 1 名 S C U 病 棟 に ヘ ル プ で 入 る こ

と と し た 。 そ の た め 申 し 送 り 等 の 時 間 が 必 要 で あ る た め 、 急 性 期 再

開 通 療 法 を 実 施 す る 可 能 性 の 段 階 で 早 め に 管 理 師 長 か ら S C U リ ー

ダ ー 看 護 師 へ 連 絡 し て も ら う よ う 依 頼 し た 。そ の た め 、D V D や シ ミ

ュ レ ー シ ョ ン 研 修 の 中 で も 、 急 性 期 病 棟 看 護 師 へ 申 し 送 り を 実 施 し

て か ら カ テ ー テ ル 室 に 移 動 す る よ う に 指 導 を 行 っ た 。  

【 結 果 】  

ア ン ケ ー ト 回 収 率 は 1 0 0％ で あ っ た 。「 マ ニ ュ ア ル 作 成 」「 シ ミ ュ

レ ー シ ョ ン 研 修 」「 D V D 教 材 の 作 成 」 は 、 多 く の ス タ ッ フ か ら 「 不

安 軽 減 に つ な が っ た 」 と の 回 答 が 得 ら れ た 。 し か し 「 日 中 カ テ ー テ

ル 研 修 」 に お い て は 「 変 わ ら な い 」 が 半 数 を 占 め 、 逆 に 「 不 安 が 増

強 し た 」と 回 答 し た ス タ ッ フ が 約 ３ 割 を 占 め た（ F i g u r e  2）。現 場 で

の 活 用 有 無 に つ い て は 、「 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 研 修 」は 全 員 が「 活 用 で
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き る 」と の 回 答 で あ り 、「 マ ニ ュ ア ル 作 成 」「 D V D 教 材 の 作 成 」に お

い て も 約 7～ 8 割 が 「 活 用 で き る 」 と の 回 答 で あ っ た 。 し か し 「 日

中 カ テ ー テ ル 研 修 」 に お い て は 「 活 用 で き る 」 の 回 答 が 半 数 の み で

あ っ た （ F i g u r e  3）。  

1 回 目 の 「 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 研 修 」 に お い て 、 物 品 そ の も の の 名

称 や 設 置 場 所 の 把 握 が 不 十 分 な ス タ ッ フ が 多 か っ た 。 そ の た め 医 師

役 か ら 指 示 が 出 て も ス ム ー ズ に 動 く こ と が で き ず 、 こ れ ら の 点 が 課

題 と し て 残 っ た 。そ の た め 、「 急 性 期 再 開 通 療 法 マ ニ ュ ア ル 」に お い

て 、 物 品 し か 載 せ て い な か っ た 写 真 に 設 置 場 所 の 項 目 を 追 加 し 、 各

自 が マ ニ ュ ア ル を 用 い て 術 中 に 物 品 の ス ム ー ズ な 受 け 渡 し が 実 施 で

き る よ う に 配 慮 し た 。 物 品 の 設 置 場 所 と 名 称 を 把 握 し た う え で 実 施

し た 2 回 目 の 「 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 研 修 」 で は 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の

流 れ が ス ム ー ズ に 実 施 で き 、 患 者 へ の 声 掛 け や 急 変 時 の 対 応 と い っ

た 指 導 ま で を 実 施 す る こ と が で き た 。  

D V D 教 材 の 活 用 頻 度 は 、実 際 に 血 管 内 手 術 に 何 度 か 携 わ り 経 験 の

あ る ス タ ッ フ は １ 回 の み の 活 用 で あ っ た が 、 ほ と ん ど の ス タ ッ フ は

「 日 中 カ テ ー テ ル 研 修 」 や 「 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 研 修 」 が な い 時 期 に

平 均 ２ ～ ３ 回 、「 夜 勤 帯 勤 務 の 休 憩 時 間 な ど に 観 て い た 」と の 回 答 が

多 か っ た 。 ま た シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 研 修 を 受 講 で き な か っ た 異 動 者 か

ら も 、D V D を 見 る こ と に よ り 夜 間 の 緊 急 脳 血 管 内 手 術 で の 自 己 の 役

割 イ メ ー ジ が つ い た と の 意 見 が 聞 か れ た 。  

1 )日 中 カ テ ー テ ル 研 修 、 2 )急 性 期 再 開 通 療 法 マ ニ ュ ア ル の 作 成 、

3 )シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 研 修 、 4 ) D V D 作 成 実 施 後 、 S C U 病 棟 看 護 師 1 2

名 中 11 名 が 脳 血 管 内 手 術 準 備 か ら 手 術 導 入 ま で が 実 施 可 能 と な っ
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た 。  

ま た D  t o  P 時 間 に お い て は 、 こ れ ら の 研 修 を 実 施 す る 前 の 2 0 1 4

年 7 月 ～ 2 0 1 5 年 5 月 の 平 均 時 間 8 6 分 に 対 し 、 研 修 実 施 後 の 2 0 1 5

年 6 月 ～ 2 0 1 6 年 3 月 の 平 均 時 間 は 6 4 分 と な り 、2 2 分 の 短 縮 が み ら

れ た 。  

【 考 察 】  

人 手 不 足 に な る 夜 間 の 急 性 期 血 行 再 建 に お け る D t o P 時 間 短 縮 を

目 的 に 、S C U 病 棟 看 護 師 が 血 管 内 手 術 の 準 備 か ら 介 助 を サ ポ ー ト す

る こ と と な っ た 。 し か し 、 病 棟 看 護 師 が 時 間 を 争 う 急 性 期 血 行 再 建

療 法 の サ ポ ー ト を す る 際 に 、 実 際 の 手 順 の 習 得 に 対 す る 不 安 は 最 も

大 き な 心 理 的 負 担 と な る 。 今 回 の 研 修 シ ス テ ム は 、 ア ン ケ ー ト 結 果

か ら も 「 不 安 が 軽 減 さ れ た 」 の 声 が 大 部 分 で あ り 、 こ れ ら を 解 決 す

る た め の 効 率 的 な 研 修 シ ス テ ム で あ っ た と 考 え る 。  

「 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 教 育 」 と は 、 習 得 事 項 を 焦 点 化 し て 臨 床 現 場

の 再 現 状 況 の な か で 、 学 習 者 が 人 や も の に か か わ り な が ら 看 護 を 体

験 し 、 そ の 体 験 を 学 習 者 が 振 り 返 り 、 専 門 的 な 知 識 ・ 技 術 ・ 態 度 を

統 合 し て い く も の で あ る 3 ) 。こ れ は 、行 う こ と が 明 確 に な る こ と で 、

実 践 力 を 向 上 さ せ る の に 有 効 な 方 法 で あ り 、 ア ン ケ ー ト 結 果 で も 示

す よ う に 現 場 で の 活 用 へ つ な が っ た と 考 え る 。  

「 カ テ ー テ ル 研 修 」が 不 安 軽 減 に つ な が ら な か っ た 意 見 も あ る が 、

こ れ は 血 管 内 手 術 に 全 く 携 わ っ た こ と の な い 病 棟 看 護 師 に 対 し 、 最

初 に 実 施 し た 研 修 で あ り 、 知 識 の 未 熟 な 状 況 下 で 突 然 の 現 場 の 雰 囲

気 に 不 安 が 増 強 し た 可 能 性 が あ る 。し か し 、こ の「 カ テ ー テ ル 研 修 」

は そ の 後 に 行 う 「 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 研 修 」 の 準 備 段 階 と し て 行 っ た
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も の で あ り 、「シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 研 修 」の ア ン ケ ー ト 結 果 で 全 員 が 高

評 価 を 得 ら れ て い る こ と か ら 、「カ テ ー テ ル 研 修 」も「 シ ミ ュ レ ー シ

ョ ン 研 修 」 の 準 備 段 階 と し て 意 味 は あ っ た と 考 え る 。  

「 マ ニ ュ ア ル 作 成 」や「 D V D 作 成 」は ，何 度 も イ メ ー ジ ト レ ー ニ

ン グ が 可 能 と な り 、経 験 が 少 な い S C U 病 棟 看 護 師 に と っ て は 経 験 不

足 を 補 助 す る ツ ー ル と し て 役 立 っ た と 考 え る 。 ま た 異 動 等 で 研 修 に

参 加 で き な い 看 護 師 に と っ て も 、 自 己 学 習 へ の 支 援 と な り 有 効 的 な

手 段 で あ っ た と 考 え る 。  

「 日 中 カ テ ー テ ル 研 修 」 後 に 「 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 研 修 」 で 実 際 の

臨 床 現 場 の 模 擬 訓 練 を 行 い 、「 マ ニ ュ ア ル 」 や 「 D V D」 に よ っ て 反

復 し た イ メ ー ジ ト レ ー ニ ン グ を 繰 り 返 す こ と は 、 ア ン ケ ー ト 結 果 で

も 示 す よ う に 、 当 初 見 ら れ た 脳 血 管 内 手 術 に 対 す る 漠 然 と し た 不 安

が 軽 減 さ れ て き た 大 き な 一 助 に な っ た と 思 わ れ る 。  

カ テ ー テ ル 室 は 瞬 時 が 緊 迫 し た 場 面 が 多 く 、 緊 張 が 高 ま る と 平 常

心 が 維 持 で き ず 普 段 の 能 力 が 発 揮 で き な く な っ て し ま う 状 況 下 に あ

る 。ま た I V R（ i n t e r v e n t i o n a l  r a d i o l o g y： 画 像 診 断 下 治 療 ）に 従 事

す る 看 護 師 は 知 識 や 技 術 の 習 得 に 加 え て 局 所 麻 酔 の 治 療 で あ る た め 、

患 者 の 精 神 的 ケ ア や 手 技 に 伴 う 身 体 的 苦 痛 に 対 応 で き る こ と が 求 め

ら れ る 。そ の た め 今 後 も S C U 病 棟 看 護 師 が 脳 血 管 内 治 療 の 介 助 に お

い て 不 安 な く 確 実 な 手 技 が 実 施 す る こ と が で き る よ う 研 修 シ ス テ ム

を 改 善 し 、 更 な る 効 果 的 な 方 法 を 検 討 し て い く こ と が 必 要 で あ る 。  

【 結 語 】  

病 棟 看 護 師 が 、 迅 速 な 対 応 が 求 め ら れ る 脳 血 管 内 治 療 に 参 画 す る

に あ た っ て 、「マ ニ ュ ア ル 作 成 」「Ｄ Ｖ Ｄ 教 材 」「シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 研
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修 」 は 、 実 際 の 臨 床 現 場 の 模 擬 訓 練 と な り 、 反 復 し た イ メ ー ジ ト レ

ー ニ ン グ に も な る 。 そ の た め 、 必 要 と さ れ る 技 術 、 知 識 、 対 応 方 法

が 焦 点 化 さ れ 、知 識 、技 術 の 習 得 、不 安 軽 減 に つ な が っ た と 考 え る 。

今 回 の 取 り 組 み は 、 夜 間 人 手 不 足 の 施 設 に お い て 、 病 棟 看 護 師 が 急

性 期 脳 血 管 内 治 療 に 参 画 す る 際 に 有 用 で あ る と 考 え る 。  

 

【 利 益 相 反 開 示 】  

筆 頭 著 者 お よ び 共 著 者 全 員 が 利 益 相 反 は な い 。  

 

【 文 献 】  

1 ) G o y a l M、 D e m c h u k A M、 M e n o n B K  e t  a l : R a n d o m i z e d  a s s e s s m e n t  

o f  r a p i d  e n d o v a s u c u l a r  t r e a t m e n t  o f  i s c h e m i c  s t r o k e ,  N  E n g l  J  

M e d  2 0 1 5 ; 3 7 2 : 1 0 1 9 - 1 0 3 0 .  

2 )  K h a t r i  P,  Ye a t t s  S D ,  M a z i g h i  M ,  e t  a l . : T i m e  t o  a n g i o g r a p h i c  

r e p e r f u s i o n  a n d  c l i n i c a l  o u t c o m e  a f t e r  a c u t e  i s c h e m i c  s t r o k e .  

A n  a n a l y s i s  o f  d a t a  f r o m  t h e  I n t e r v e n t i o n a l  M a n a g e m e n t  o f  

S t r o k e  ( I M S  I I I )  p h a s e  3  t r i a l .  L a n c e t  N e u r o l .  2 0 1 4 ; 1 3 : 5 6 7 - 5 7 4  

3 )阿 部 幸 恵：看 護 に 必 要 と さ れ る シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 教 育 と は .看 護 展

望 2 0 1 2 ; 3 8 : 4 - 1 4  

4 )野 口 純 子 、 黒 田 正 子 、 原 友 里 他 ： I V R に 従 事 す る 看 護 師 育 成 プ ロ

グ ラ ム 開 発 に 関 す る 基 礎 調 査 .第 3 7 回 日 本 看 護 学 会 論 文 集 -成 人 看

護 Ⅰ - . 2 0 0 6 ; 2 4 6 - 2 4 8  

5 )井 上 淳 代 、 鷹 元 啓 子 、 村 上 美 樹 他 ： 脳 血 管 内 治 療 に お け る 未 経 験

看 護 師 が 自 立 す る ま で の ト レ ー ニ ン グ 体 制 の 検 討 － 病 棟 で の 勤 務 を
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兼 任 し な が ら 行 っ た 初 期 の 段 階 － . 聖 マ リ ア ン ナ 医 科 大 学 雑 誌  

2 0 1 3 ; 4 1 : 2 7 - 3 0  

6 )久 保 康 、藤 社 亜 紀 、中 越 琴 恵 他 ： D V D 教 材 を 用 い た 異 動 者 教 育 へ

の 取 り 組 み .手 術 医 学 2 0 0 5 ; 2 6 : 3 5 8 - 3 6 0  

 

( F i g u r e 1 )  急 性 期 再 開 通 療 法 マ ニ ュ ア ル 一 部 抜 粋  

( F i g u r e 2 )  ア ン ケ ー ト 結 果 （ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 研 修 、 マ ニ ュ ア ル 作

成 、日 中 カ テ ー テ ル 研 修 、D V D 作 成 そ れ ぞ れ の 実 施 前 後 の 不 安 の 変

化 に つ い て ）  

( F i g u r e 3 )  ア ン ケ ー ト 結 果 （ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 研 修 、 マ ニ ュ ア ル 作

成 、日 中 カ テ ー テ ル 研 修 、D V D 作 成 そ れ ぞ れ の 実 施 後 の 現 場 で の 活

用 に つ い て ）  
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血栓破砕吸引術 OPE 準備の場合  

Ⅰ準備 
・救急外来に救急カートと薬品棚の鍵（カテ室①）とモスキート等が入っている透明のＢＯＸ（カテ室①） 
を取りに行き、救急カートと薬品棚のカギを開ける 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・ベッドの電気毛布の電源をつけておく・DC の準備（つまみを回し１５０Ｊに合わせてく） 
・洗面所横の扉の中の血栓吸引セットと必要物品セットを出す 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.1 
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